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2Ⅰ. 環境配慮設計の事例集の策定に当たって

現在の繊維産業は、ファストファッション等による大量生産・大量消費への

対応が大きな課題となっており、2050年カーボンニュートラルの実現に向け、

繊維産業においてもサーキュラー・エコノミー（循環型経済）を強力に推進して

いくことが必要です。既に欧州では、2022年に3月に「持続可能な循環型繊

維戦略」が公表され、2030年までにEU域内で販売される繊維製品を、耐

久性があり、リサイクル可能で、リサイクル済み繊維を大幅に使用し、危険な

物質を含まないものとすること等の目標が掲げられています。

我が国の繊維産業においても、衣類の長寿命化に向けたリペア・リユース

等の取組だけでなく、使用済み衣類の再資源化に向けた技術開発や製品

開発、製造工程で使用されるエネルギー・水の使用量の抑制、人体や環境

への影響を抑えた薬剤の開発など、資源循環を推進していくための取組が加

速化しています。本事例集では、衣類の資源循環に向けた環境配慮の事例

を紹介するとともに、こうした取組が繊維業界において普及することで衣類の

環境配慮が更に進むことにつながります。

繊維産業に従事される事業者の皆様が、本事例集を通じて、衣類の環

境配慮に取り組まれていく一助になれば幸いです。そして、より多くの事業者

の皆様に、衣類の環境配慮の取組状況や環境配慮設計の考え方をご理解

いただき、繊維業界における資源循環がより進むことを期待しています。





4Ⅲ. 環境配慮設計事例集の構成

環境配慮設計の項目では、最初に、使用済み繊維の再資源化に向けた

取組をご紹介していきます。使用後、地方自治体や店舗等により回収された

衣類は、端材等を活用したマテリアルリサイクルだけでなく、単一繊維（ポリ

エステルや綿）ではケミカルリサイクル技術も実用化され、これらの技術を用

いて再び繊維を製造する「繊維から繊維へのリサイクル」の取組があります。

しかし、多くの衣類は、ポリエステルやナイロン、綿、ウールなど複数種の繊

維が用いられ、また、ボタンやファスナーなどの付属物も様々な素材から構成

されるため、現状ではリサイクルが進みにくい状況です。そこで、付属物が用い

られた衣類を容易にファスナー等の部材ごとに解体できる技術や付属物を単

一素材化する取組があります。

繊維原料についても、リサイクル原料を使用することの他に、植物由来のバ

イオ原料を使用して繊維を製造する「バイオ繊維」の取組も見られます。

製造工程全般では、省エネルギーやGHG排出抑制などの取組があります

し、工程ごとに見ていきますと、染色・加工段階では、安全性や水資源への

配慮、縫製段階では、生地の廃棄抑制、販売段階では、包装材の抑制や

AIを活用した在庫の適正化、使用段階では、長期使用や洗濯時の繊維く

ずの発生抑制、リペア・リユースの活用があります。

こうした取組について、以下のように１２項目に整理し、事例集としてまと

めました。

１. 繊維から繊維へのリサイクル

２. 易リサイクル設計

３. 植物由来原料の使用

４. 省エネルギー、GHG排出抑制

５. 安全性への配慮

６. 水資源への配慮

７. 廃棄物の抑制

８. 包装材の抑制

９. 在庫の抑制

10. 長期使用

11. 洗濯時の繊維くずの発生抑制

12. リペア・リユースサービスの活用

繊維製品の環境配慮設計項目










































